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AL は生涯学習の契機となり得るか？
──地域で学ぶことの意味──



























大学も含めた京都府下の複数の大学についての AL 科目受講生への聞き取り調査・AL 科目にお
いて取り入れられる対象地域へのフィールドワークへの同行観察調査・学生へのアンケート調査
等の結果について検討してきた。



















大学における AL の研究は近年の物が多いが，長光太志による大学において AL が推進され
る経緯について「大学の大衆化」「能力観のポスト近代化」の 2点に注目して考察されたもの
（長光 2018）や，AL 科目の受講経験と就職状況を分析したもの（長光 2019）がある。また，先





「地域公共政策士」の 3つの資格が取り上げられている。これらは AL 科目であると同時に，









ば，それは AL 型の授業と言えよう。ただし，溝上は「聴く」だけでは AL とは見なし難く，
上記の定義にもあるように学生の「書く・話す・発表する」という能動的な行為が伴う学習でな







































































































正しく英訳すると，現在生涯教育に充てられている lifelong education の lifelong と education
の間に integrated すなわち統合が入り，この統合が重要な意味を持つとして以下のように述べ
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